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要 旨
日本におけるサービス ・ラーニ ングの展開として,東京都立A高 等学校での教科 「奉仕」の実際の
導入と展開について,担 当教員に対するインタビューに基つきまとめた。それによれば,A高 校では,
奉仕受講生徒全員を受け入れる外部セクターの存在から生徒 ・教員 ・外部セクターの3者 の関係が良
好であると考えられる。





養 う教育方法である(富川拓 ・柴田和子 ・大束
貢生 ・古川秀夫2007:9)。先行研究において
筆者 らは,日本へのサービス ・ラーニ ングの展
開を7つ に分類 し,また実践事例を見ることに
よって,課題 として①学習の主体,サ ー ビスの
提供側である 「学生,大 学」 とサービスの受け
手側である 「地域住民,行 政 ・福祉団体 ・NP
O団体などの外部セクター」 との間で,サ ービ
ス ・ラーニングに対す る共通理解が形成できて































か ら評価されているため,こ こで取 り上げた。











いて学ぶ ことがある。 さらに事後学習 として,
振 り返 りを行なっている。











































ごい。だから彼 らが入 ったところは2年3年 外
来種が生えてこない。今,東京都側のC丘 陵の
A高校側はほとんど外来種が無くなりつつある。
草抜きだけいつ も頼 まれる。「今年はこの辺 り























の中には昨年 「早 く田んぼに入 りたい」 と言 っ
ていた子 もいた。みんなが楽 しい顔をしている
ので。や り始めはみんな嫌だと言 うが,途 中か

























































































































































域の声 になっている。稲刈 りも雑草取 りも他の
ボランティアが来ている。彼 らはよく知 ってい
て僕 らに声をかけてくる。r今年の生徒さんよ















上 も近 くの高校生 と一緒に活動をなさったらい























































都心の学校 とか進学校は 「書類だけ作 って中
身はほとんど無 くてもやったことにしてしまえ」
という感じで,か なり空洞化 している。だから
今やっている 「総合」なら 「総合」を無 くす。
その代わ りに 「奉仕」を入れるとかが無いと先
生方の負担が増えるばか り。








今後は,教 科 「奉仕」 の実 際の活動へ の参与
観察,あ るいは経年観察 を行 い,生 徒 と教員,
学校 と地域社会 とい ったセ クター間でのメ リッ
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